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省エネルギーが進展した場合における省エネルギーが進展した場合における

エネルギー需要の見通しエネルギー需要の見通し

（暫定試算結果）（暫定試算結果）
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試算にあたっての考え方

■「省エネ進展ケース」においては、以下の省エネ効果を織り込み試算を行った。

①現行施策の着実な実施等により期待される省エネ効果
－今後とも現行施策の着実な実施に努めれば、レファレンスで想定した以上の省エネ効果が期待できるもの： ＢＥＭＳ、高効率
給湯器、断熱対策、交通対策
－今後の導入促進・普及により、レファレンスでは考慮されていないが、省エネ効果が期待できるもの： ＨＥＭＳ、ＬＥＤ照明
－マーケットの動向によってはレファレンスを上回る導入が見込まれるもの： クリーンエネルギー自動車

②現在開発中の省エネ技術が実用化された場合の省エネ効果（前回需給見通しでは考慮されていないもの）
－パワーエレクトロニクス、自動車軽量化などの画期的な省エネ要素技術

■マクロフレームについては、第４回需給部会（２月２５日）で提示した考え方を基本的に踏襲した。

■なお、当該試算は評価未了のものがあり、今後修正される可能性がある。

■第４回需給部会で示したとおり、我が国の2030年に向けたエネルギー需要は、

－人口減少や経済成長の伸びの鈍化、
－省エネ型機器／システムの普及
－エネルギー原単位が相対的に小さい産業への構造転換

を背景に、2022年度をピークに減少することが見通されている（レファレンスケース）。

■しかしながら、実際には、現行の省エネ施策を着実に実施することで、新たな省エネ技術が実用
化し、これらの普及が進むことで、更なる需要減の可能性がありうる。

■ここでは、かかる可能性について「省エネ進展ケース」としてエネルギー需要見通しを試算した。

基本的考え方

具体的な設定
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ＢＥＭＳの例ＢＥＭＳの例ＨＥＭＳの例ＨＥＭＳの例

家庭及び業務用ビル等の民生部門において、ＩＴ技術を活用したエネルギー管理を促進すること
により、家庭やオフィスのエネルギー需要の約３割を占める冷暖房需要などにおいて約１０％程度
の省エネルギー効果が期待され、２０３０年までには大幅な普及が期待される。

・ＨＥＭＳ（ホームエネルギーマネージメントシステム）：IT技術の活用により、人に代わって家電機器等（エアコン、
冷蔵庫等）の最適運転や、エネルギー使用量・料金のリアルタイム表示等、家庭におけるエネルギー需要の管理
（省エネ行動）を支援するシステム。

・ＢＥＭＳ（ビルエネルギーマネージメントシステム）：業務用ビルにおいて、ＩＴ技術を活用し、室内状況に対応した
照明・空調等の最適な運転を可能にする等、機器のエネルギー需要を管理するシステム。

（注）なお、将来的に、ＩＴを活用したエネルギー管理が行われることが予想される一方で、家庭における家電の普及台数の増加等や、ビルの床面積の増大等
による増エネの可能性もあることに留意が必要である。

現行施策の例①（ＩＴを活用したエネルギー管理の徹底による省エネの可能性）
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省エネ効果量

自動車（旅客）における、エネルギー消費量は、 約５７百万KL

２０３０年時点において、全保有の自動車（旅客）が、現行のハイブリッド自動車並みの低燃
費自動車になったとすると・・・

（貨物もあわせると約８５百万KL）

（原油換算）

燃料消費量

約５０％ 削減。

― ハイブリッド自動車の燃料消費量は、
約半分（対ガソリン自動車）。

燃費（10･15モード） プリウス ３５.５km/ｌ

同クラス 2010年ﾄｯﾌﾟﾗﾝﾅｰ基準値 １６.０km/ｌ

導入ポテンシャル

相当数の自動車に
導入の可能性あり。

― ２０３０年までに、現在の保有されている
自動車が、２～３回は入替る。

平均使用年数 １０.５５年 （乗用車）

（2002年自動車検査登録協会調）

現在、開発・導入が進んでいるハイブリッド自動車等のクリーンエネルギー自動
車は、２０３０年に向け、相当数の導入の可能性がある。

大きなエネルギー消費削減の可能性あり

現行施策の例②（クリーンエネルギー自動車による省エネの可能性）

一台当たりの燃料消費

（注）なお、将来的に、クリーンエネルギー自動車の導入による飛躍的な省エネの可能性がある一方で、車種の大型化、エアコン、カーナビ等の補機類の搭
載等による増エネの可能性もあることに留意が必要である。
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産業モータ
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■パワーエレクトロニクスと呼ばれる半導体電力素子は、
エアコン、冷蔵庫等の家電製品、自動車の電装部品、工
場等にある各種モーター、変電所等にある交直変換装
置など、ほぼ全ての電気機器に使用されている。
■SiC（シリコンカーバイド）は、パワーエレクトロニクスに
用いられる半導体材料の一つであり、通常利用されるシ
リコン素子と比較して、電力損失が極めて少ない上、高
電圧・大電流にも対応可能で、動作限界温度も高温と
いった優れた特性を有する。
■このため、SiC素子を内蔵した装置や機器においては、
エネルギー消費効率の向上や小型化等が可能であり、
装置・機器の省エネ性能を抜本的に向上。
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2010年 2030年～

実用化開発実用化開発
家電製品、産業用電気機器等への導入

（照明機器、エアコン、産業用モータ、鉄道等）

家電製品、産業用電気機器等への導入

（照明機器、エアコン、産業用モータ、鉄道等）
基幹電力系統機器への
導入（２０２０年～）

基幹電力系統機器への
導入（２０２０年～）

2005年現在

▼SiCダイオード実用化 ▼SiCインバータ実用化

現状・目標（方向性）現状・目標（方向性）

概要概要
ＳｉＣの利用が期待される分野
ＳｉＣの利用が期待される分野

パワーエレクトロニクス（ＳｉＣの活用）

省エネ効果量 約１１０万KL

←（SiCの単結晶）
140℃１１シリコン素子（従来）

400℃１／３１／１０SiC素子

動作限界温度システム損失
（システムレベルでの損失）*

素子損失

Si素子とSiC素子との比較

（*300MWの変換器の場合を想定。）

技術開発による新たな省エネの可能性①（産業・民生・運輸部門）

（注）なお、将来的に、パワーエレクトロニクスの実用化による飛躍的な省エネの可能性がある一方で、機器の普及台数の増加等によるエネルギー消費量の
増加の可能性もあることに留意が必要である。
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冷蔵庫

15.8%

エアコン（暖房）

14.6%エアコン（冷房）

10.3%

テレビ

9.9%

その他

20.4%

照明
16.1%

電気カーペット

4.4%

衣類乾燥機

2.9%

食器洗浄乾燥機

1.6%

温水洗浄便座

4.0%

発光ダイオード（ＬＥＤ）による照明技術

■従来の照明用光源（電球、蛍光灯）に代わる発光ダイオード（LED：Light Emitting Diode）を用いた省エ
ネ型光源の開発（エネルギー消費量が従来の白熱電球の１／８、蛍光灯の１／２となる可能性）。
■光源が小さいため、小型化・薄型化・軽量化が容易である上、蛍光灯の約１０倍の長寿命化が可能。

LEDについては、視認性や直進性が高いことから、目下、信号機や部分照明（足元灯、
常夜灯、スポットライト等）への利用が主体。今後、高出力化、低コスト化を図り、照明分
野での幅広い利用を期待。

2010年 2030年～2005年現在

室内照明への普及室内照明への普及

信号機、標記灯、足元灯、常夜灯等信号機、標記灯、足元灯、常夜灯等

実用化開発実用化開発

現状・目標（方向性）現状・目標（方向性）

概要概要

＜LEDを用いた製品例＞

信号機

照明器具

省エネ効果量 約１８５万KL

200×109[kWh] 
（2002年度）

家庭における電力消費量割合

技術開発による新たな省エネの可能性②（民生部門）

2001 2003 2005 （年）

発
光
効
率
（
lm
/
W
）

0

20

40

60

蛍光灯

約15 lm/W白熱灯

約60 lm/W～

80

15
20

60LED

（注）なお、将来的に、ＬＥＤの実用化による飛躍的な省エネの可能性がある一方で、照明機器の普及台数の増加等によるエネルギー消費量の増加の可能性
もあることに留意が必要である。
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＜炭素繊維強化複合材料の適合箇所のイメージ＞

各種素材の成形加工技術等を確立した上で、幅広い部
材に適用していくことを目指す。

2010年 2030年～
2005年現在

研究開発研究開発
市販車への適用市販車への適用

一部導入開始一部導入開始

現状・目標（方向性）現状・目標（方向性）

概要概要

自動車の軽量化技術

ボンネット

ルーフ
トランクリッド

リアフェンダー

ドア

フレーム

フロントフェンダー

＜カーボンナノファイバー複合材料の適合箇所のイメージ＞

＜アルミニウム合金の適合箇所のイメージ＞

省エネ効果量 約５００万KL

＜超微細粒鋼の適合箇所のイメージ＞

■自動車の軽量化による燃費向上（省エネルギー）を図るための技術開発。
■具体的には、アルミニウム合金、超微細粒鋼、炭素繊維強化複合材料、カーボンナノファイバー強化金
属複合材料の利用による車体の軽量化を実施。
【具体的効果： 軽量化 約100kg/台、燃費向上率 約10～15％】

技術開発による新たな省エネの可能性③（運輸部門）

（ディスクブレーキ(ﾘﾔ)）

オ ー トマ チッ クトラ ンス ミッ ショ ン
エンジンマウントブラケット

ディスクブレーキ(ﾌﾛﾝﾄ)

アンチロック

ブレーキシステム

クラッチマスタシリンダ

（注）なお、将来的に、自動車の軽量化技術の実用化による飛躍的な省エネの可能性がある一方で、自動車の普及台数の増加等によるエネルギー消費量の増
加の可能性もあることに留意が必要である。
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省エネ進展ケースの見通し①

■「省エネ進展ケース」では、エネルギー需要は、2014年度にはピークを迎え、その後減少に転じ、

2030年には1995年度水準まで低下するものと想定される。
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レファレンス　：＋0.2％

省エネ進展　：－0.2％

ピーク

レファレンス　：2022年
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（注）当該試算は評価未了のものがあり、今後修正される可能性がある。
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省エネ進展ケースの見通し②

■「省エネ進展ケース」では、電力需要は、2022年度にはピークを迎え、その後減少に転ずるものと

想定される。また、今後30年間での年平均伸び率の0.4％と低水準に留まる。
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レファレンス　：＋1.0％

省エネ進展　：＋0.4％
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電力需要

（注）当該試算は評価未了のものがあり、今後修正される可能性がある。


